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1.研 究組織
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2.新 領域開拓 のキー ワー ドと関連 ミッシ ョン
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ミッシ ョン1:環 境計測 ・地球再生

3.目 的と具体 的な内容

植物が放 出す る様々な揮発性有機化合物(植 物ア ロマ)は 、大気微量成分 として大気質の

変動 に大 きなイ ンパ ク トを持 ち、森林圏 と大気圏 を繋 ぐイ ンターフェース としての役割 を持

っ と見 なされ る。植物 ア ロマ に関す る研究は、これまで主 に生態学や植 物生理学の分野で行

われ、生存圏研究所や生態学研 究セ ンター、農学研 究科 において も研究が進 め られている。

一方
、大気化学 の分野では放出 され た後の植物 アロマの化学研 究が主体であって、両方 を包

括 して生存圏全体の生物圏構造 を、植物ア ロマ を介 した生物間相互作用 により理解 しよ うと

す る試みは これ までにな されていない。

そ こで、植物 アロマを共通のキー ワー ドとし、地球環境の将来変動 を異分野融合の元で議

論 できる研究会 を企画 した。植物 ア ロマ に関 して、大気科学、植物科学、生態学の研 究者が

一堂に会 し講演 とデ ィスカ ッシ ョンを行 った
。森林圏 と大気圏を繋 ぐ鍵分子である植物 アロ

マの動態 に関 して相互の理解が深 まった。
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